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本論文は，原子力プラント用オーステナイト系ステンレス配管 (S U S304) の溶接部における応力
腐食割れを防止するために，溶接部管内表面の引張残留応力を圧縮残留応力に改善する手法(高周波加














する方法 (1 H S 1 法)の有効性を理論的・実験的に明らかにすると共に，実際のプラントに適用する
場合の具体的な施工法について明らかにしている。
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第 6 章では， 1 H S 1 法により改善された溶接継手部の残留応力が使用中に変化するか否かを検討し，
プラント運転中に作用するであろうと考えられる外力に対しては残留応力が消滅することがないことを
示している。






る引張残留応力を高周波加熱により圧縮応力に反転される方法(高周波加熱による応力改善法: 1 HS 
I 法)を開発し，その有効性を理論的および実験的に検証したものであり，得られた主要な結果は次の
通りである。





法 (1 H S 1 法)が有効であることを理論的・実験的に示すと共に，実際のプラントに用いられている
種々の継手形状に適用する場合の具体的な施工法についても明らかにしている。また，改善された応力
分布がプラント運転中にも消滅せず，有効であることを示している。
以上のように本論文は，プラントの安全性を確保する上で重要な溶接継手の応力腐食割れ防止に対す
る有効な施工法を提案したもので，溶接工学および安全工学上，貢献するところが極めて大である。よっ
て，本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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